
NPO法人 大丸有エリアマネジメント協会 / 株式会社 アイプラネット

丸の内・大手町・有楽町の知性がソリューションを提供します。

「震災時におけるトイレに関する意識調査

～トイレがない！その時あなたは･･･～」

報告書

財団法人　下水道新技術推進機構様　ご依頼
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調査概要

　　「震災時におけるトイレに関する意識調査

　 ～トイレがない！その時あなたは・・・。～」～トイレがない！その時あなたは・・・。～」～トイレがない！その時あなたは・・・。～」～トイレがない！その時あなたは・・・。～」

財団法人　下水道新技術推進機構様　ご依頼

■　事例紹介■　事例紹介■　事例紹介■　事例紹介

　　　今回のアンケートは、(財)下水道新技術推進機構様（国土交通省都市・地域整備局下水道部から

下水道の地震対策に関する業務を受託）からの依頼を受け、“Marunouchi-Reseach.Com”の会員を

対象に実施したものです。

　　　このアンケートでは、大規模な地震が発生した時に、トイレが使用できない状況になった場合の行

動や意識について調査しています。

■　調査期間・方法■　調査期間・方法■　調査期間・方法■　調査期間・方法

　・2007年3月

　・会員用WEBで配信し、登録モニターがWEB画面より回答

■　有効回答数・回収率■　有効回答数・回収率■　有効回答数・回収率■　有効回答数・回収率

225件・32.1％（メール配信数700件）
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回答者の基本属性

本調査の対象者は、全体では本調査の対象者は、全体では本調査の対象者は、全体では本調査の対象者は、全体では30303030代が代が代が代が40404040％と最も多く、次に％と最も多く、次に％と最も多く、次に％と最も多く、次に40404040代が代が代が代が28282828％を占めている。％を占めている。％を占めている。％を占めている。

男性は男性は男性は男性は30303030代、代、代、代、40404040代が各代が各代が各代が各3333割を占めている。女性は割を占めている。女性は割を占めている。女性は割を占めている。女性は30303030代が約半数を占める。代が約半数を占める。代が約半数を占める。代が約半数を占める。

性別×年齢(N=225)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=225)

男性(N=89)

女性(N=136)

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上



調査結果の項目別分析
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅠ～

全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が9割弱、「とにかく我慢」が割弱、「とにかく我慢」が割弱、「とにかく我慢」が割弱、「とにかく我慢」が1割強。用を足すという人のうち、割強。用を足すという人のうち、割強。用を足すという人のうち、割強。用を足すという人のうち、
屋外・屋内の割合は約半々。屋外・屋内の割合は約半々。屋外・屋内の割合は約半々。屋外・屋内の割合は約半々。
男性よりも女性、男性よりも女性、男性よりも女性、男性よりも女性、 39歳以下よりも歳以下よりも歳以下よりも歳以下よりも40歳以上の方が、屋外で用を足すことに抵抗を感じている。歳以上の方が、屋外で用を足すことに抵抗を感じている。歳以上の方が、屋外で用を足すことに抵抗を感じている。歳以上の方が、屋外で用を足すことに抵抗を感じている。

シナリオⅠ・・・オフィスでの仕事中に大地震が発生しました。公共交通機関が被災したことや業務上の都合により、オフィスビル（大丸有地区）に3日間
程度とどまらざるを得ない状況です。地震による断水の影響で、ビルのトイレは水が流せず、地震発生後数時間で糞便が溢れ使用困難な状況となりま
した。また、災害用として備蓄されていたトイレも全く数が足りず、ビル内のどこにも快適に使用可能なトイレがない状況となりました。（小便につ
いては自然に流れるので何とか使用可能とします。）

問1　地震発生後3日間、ビル内のどこにも使用可能なトイレはありません。あなたならどのようにして用を足しますか？(大便を想定してお答え下さい)

問1.　性別×年齢と用の足し方

45.3

60.6

50.0

42.0

35.4

43.6

33.3

42.9

44.3

50.0

11.1

6.1

7.1

13.6

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

屋外に出て、路地裏･高層ビル裏などの目立たない場所で用を足す

屋内の目立たない場所で用を足し、新聞紙などにまるめて捨てる

3日間ぐらいなら、とにかく我慢する
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅠ～

全体では、排泄をコントロールする人が全体では、排泄をコントロールする人が全体では、排泄をコントロールする人が全体では、排泄をコントロールする人が56％を占めた。％を占めた。％を占めた。％を占めた。
男性男性男性男性39歳以下は排泄をコントロールする人が歳以下は排泄をコントロールする人が歳以下は排泄をコントロールする人が歳以下は排泄をコントロールする人が36％と他の属性に比べて低い。％と他の属性に比べて低い。％と他の属性に比べて低い。％と他の属性に比べて低い。

問2 ビルのトイレがこのような状態で、あなたは排泄をコントロールするための食事や水分を取らないようにしますか？

問2.　性別×年齢と排泄のコントロール

56.0

36.4

62.5

58.0

58.3

44.0

63.6

37.5

42.0

41.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

出来るだけ食事も水分も取らないようにする

食事や水分は取るようにする
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅠ～

全体では、トイレを我慢してビルにとどまるのは全体では、トイレを我慢してビルにとどまるのは全体では、トイレを我慢してビルにとどまるのは全体では、トイレを我慢してビルにとどまるのは6％、トイレに行くのは％、トイレに行くのは％、トイレに行くのは％、トイレに行くのは94％。トイレに行く人のうち、「片％。トイレに行く人のうち、「片％。トイレに行く人のうち、「片％。トイレに行く人のうち、「片
道道道道30分以内なら」が分以内なら」が分以内なら」が分以内なら」が7割。割。割。割。
40歳以上の男性において、片道歳以上の男性において、片道歳以上の男性において、片道歳以上の男性において、片道60分以内もしくは片道分以内もしくは片道分以内もしくは片道分以内もしくは片道60分以上かけても快適に使用可能なトイレに行く割合分以上かけても快適に使用可能なトイレに行く割合分以上かけても快適に使用可能なトイレに行く割合分以上かけても快適に使用可能なトイレに行く割合
が高い。が高い。が高い。が高い。

地震による被害を免れ、快適に使用できるトイレが近くにあるという確かな情報が伝えられました。しかし、そのトイレまで歩いて行かなければなりません。
問3 地震発生後、快適なトイレが使えないビルのなかに3日間、どの程度の所要時間までなら、使用可能なトイレに行こうと考えますか？（大便を想定して

お答え下さい。また、トイレの待ち時間は無視できると仮定します。）

問3.　性別×年齢と大便を我慢できる所要時間

5.8

6.1

10.7

4.5

2.1

67.6

78.8

51.8

65.9

81.3

16.0

9.1

23.2

20.5

4.2

10.7

6.1

14.3

9.1

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

トイレを我慢してビルにとどまる

片道30分以内なら快適に使用可能なトイレに行く

片道60分以内なら快適に使用可能なトイレに行く

片道60分以上かけても快適に使用可能なトイレに行く
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

全体では、通勤時間は全体では、通勤時間は全体では、通勤時間は全体では、通勤時間は30分～分～分～分～1時間という人の割合が約半数を占めた。時間という人の割合が約半数を占めた。時間という人の割合が約半数を占めた。時間という人の割合が約半数を占めた。
男女ともに男女ともに男女ともに男女ともに40歳以上に比べて歳以上に比べて歳以上に比べて歳以上に比べて39歳以下の方が、通勤時間が歳以下の方が、通勤時間が歳以下の方が、通勤時間が歳以下の方が、通勤時間が30分以内という割合が高い（特に男性で顕著）。分以内という割合が高い（特に男性で顕著）。分以内という割合が高い（特に男性で顕著）。分以内という割合が高い（特に男性で顕著）。

シナリオⅡ・・・オフィスでの仕事中に大地震が発生しました。公共交通機関がストップしていますが、上司から勧められ、家族の安否や自宅の破損状態を
確認するため、歩いて自宅に戻ることにしました。地震による断水の影響で、帰宅途中の駅や公園のトイレは水が流せず、糞便で溢れ使用困難な状況
にありました。

問4　職場から自宅までの通勤時間は通常（公共交通機関を使って）どのくらいですか？

問4.　性別×年齢と通勤時間（公共交通機関を利用して）

15.1

24.2

10.7

17.0

10.4

51.1

54.5

51.8

51.1

47.9

32.4

21.2

35.7

30.7

39.6

1.3

0.0

1.8

1.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

30分以内 30分～1時間 1時間～2時間 2時間以上
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

全体では、職場から自宅まで歩いて全体では、職場から自宅まで歩いて全体では、職場から自宅まで歩いて全体では、職場から自宅まで歩いて2時間未満の人が約時間未満の人が約時間未満の人が約時間未満の人が約20％、％、％、％、2～～～～4時間が約時間が約時間が約時間が約26％、％、％、％、4～～～～8時間が約時間が約時間が約時間が約29％、％、％、％、8
時間以上の人が約時間以上の人が約時間以上の人が約時間以上の人が約24％とほぼ％とほぼ％とほぼ％とほぼ4等分された。等分された。等分された。等分された。
男性男性男性男性39歳以下は２時間未満が歳以下は２時間未満が歳以下は２時間未満が歳以下は２時間未満が36％と徒歩時間が短い人が多い。％と徒歩時間が短い人が多い。％と徒歩時間が短い人が多い。％と徒歩時間が短い人が多い。

問5　職場から自宅まで昼間歩くとして、時間はどのくらいかかりますか？（※参考：人間の歩行速度は時速3～4kmと言われています。）

問5.　性別×年齢と職場から自宅までの徒歩時間

3.1

6.1

1.8

2.3

4.2

4.4

9.1

3.6

3.4

4.2

12.9

21.2

16.1

9.1

10.4

26.2

18.2

25.0

30.7

25.0

28.9

33.3

25.0

30.7

27.1

24.4

12.1

28.6

23.9

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

30分以内 30分～1時間 1時間～2時間

2時間～4時間 4時間～8時間 8時間以上
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が全体では、いずれかの方法で用を足すという人が65％、我慢するが％、我慢するが％、我慢するが％、我慢するが35％。用を足すという人のうち、屋外が％。用を足すという人のうち、屋外が％。用を足すという人のうち、屋外が％。用を足すという人のうち、屋外が
66％、屋内が％、屋内が％、屋内が％、屋内が34％％％％
男女とも男女とも男女とも男女とも39歳以下の方が我慢する割合が高く、特に女性では半数近くが我慢すると回答している。歳以下の方が我慢する割合が高く、特に女性では半数近くが我慢すると回答している。歳以下の方が我慢する割合が高く、特に女性では半数近くが我慢すると回答している。歳以下の方が我慢する割合が高く、特に女性では半数近くが我慢すると回答している。
職場から自宅までの徒歩帰宅時間が職場から自宅までの徒歩帰宅時間が職場から自宅までの徒歩帰宅時間が職場から自宅までの徒歩帰宅時間が4時間以上になると、屋外の目立たない場所を探し、そこで用を足すとい時間以上になると、屋外の目立たない場所を探し、そこで用を足すとい時間以上になると、屋外の目立たない場所を探し、そこで用を足すとい時間以上になると、屋外の目立たない場所を探し、そこで用を足すとい
う人の割合が増えている。う人の割合が増えている。う人の割合が増えている。う人の割合が増えている。

問6 歩いての帰宅途中にトイレに行きたくなりましたが、慣れない土地でどこにトイレがあるかも分からず、また途中で駅や公園のトイレが糞便で溢れか
えった惨劇を目の当たりにしていました。あなたならばどのようにして用（大便）を足しますか？

問6.　性別×年齢と慣れない土地での排泄の仕方（大便のと
き）

42.7

48.5

53.6

30.7

47.9

22.2

12.1

25.0

22.7

25.0

35.1

39.4

21.4

46.6

27.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

屋外の目立たない場所を探し、そこで用を足す

駅ビルなどの建物で用を足し、新聞紙などにまるめて捨てる

自宅に着くまでは我慢する

問6.　徒歩帰宅時間と慣れない土地での排泄の仕方（大便の
とき）

42.7

28.3

27.1

55.4

56.4

22.2

19.6

30.5

15.4

23.6

35.1

52.2

42.4

29.2

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

～2時間(N=46)

2時間～4時間(N=59)

4時間～8時間(N=65)

8時間～(N=55)
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

小便の場合、全体ではいずれかの方法で用を足すという人が小便の場合、全体ではいずれかの方法で用を足すという人が小便の場合、全体ではいずれかの方法で用を足すという人が小便の場合、全体ではいずれかの方法で用を足すという人が88％、我慢するが％、我慢するが％、我慢するが％、我慢するが12％。用を足すという人のう％。用を足すという人のう％。用を足すという人のう％。用を足すという人のう
ち、屋外で用を足すがち、屋外で用を足すがち、屋外で用を足すがち、屋外で用を足すが75％。％。％。％。
男性の方が、屋外で用を足すことにあまり抵抗がない。また、大便の場合（問男性の方が、屋外で用を足すことにあまり抵抗がない。また、大便の場合（問男性の方が、屋外で用を足すことにあまり抵抗がない。また、大便の場合（問男性の方が、屋外で用を足すことにあまり抵抗がない。また、大便の場合（問6）ほど、徒歩帰宅時間とのか）ほど、徒歩帰宅時間とのか）ほど、徒歩帰宅時間とのか）ほど、徒歩帰宅時間とのか
かわりは高くない。かわりは高くない。かわりは高くない。かわりは高くない。

問7 問6と同様の質問です。小便ならどのようにして用を足しますか？

問7.　徒歩帰宅時間と慣れない土地での排泄の仕方（小便の
とき）

66.7

63.0

57.6

69.2

76.4

21.8

19.6

23.7

26.2

16.4

11.6

17.4

18.6

4.6

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

～2時間(N=46)

2時間～4時間(N=59)

4時間～8時間(N=65)

8時間～(N=55)

問7.　性別×年齢と慣れない土地での排泄の仕方（小便のと
き）

66.7

81.8

89.3

50.0

60.4

21.8

12.1

10.7

27.3

31.3

11.6

6.1

22.7

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

目立たない場所を探し、そこで用を足す

駅ビルなどの建物まで行き、そこで用を足す

自宅に着くまでは我慢する
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

全体では、食事も水分も取らないように排泄をコントロールするが全体では、食事も水分も取らないように排泄をコントロールするが全体では、食事も水分も取らないように排泄をコントロールするが全体では、食事も水分も取らないように排泄をコントロールするが7割弱。割弱。割弱。割弱。
女性の方が、排泄コントロールを「する」と回答した人の割合が高かった。特に女性の方が、排泄コントロールを「する」と回答した人の割合が高かった。特に女性の方が、排泄コントロールを「する」と回答した人の割合が高かった。特に女性の方が、排泄コントロールを「する」と回答した人の割合が高かった。特に39歳以下で高い。歳以下で高い。歳以下で高い。歳以下で高い。
徒歩帰宅時間との関係では、排泄コントロールを「する」のは、徒歩帰宅時間との関係では、排泄コントロールを「する」のは、徒歩帰宅時間との関係では、排泄コントロールを「する」のは、徒歩帰宅時間との関係では、排泄コントロールを「する」のは、2～～～～4時間が最も高い。短い場合はそれほどコ時間が最も高い。短い場合はそれほどコ時間が最も高い。短い場合はそれほどコ時間が最も高い。短い場合はそれほどコ
ントロールが必要なく、時間が長くなると限界があるのだろう。ントロールが必要なく、時間が長くなると限界があるのだろう。ントロールが必要なく、時間が長くなると限界があるのだろう。ントロールが必要なく、時間が長くなると限界があるのだろう。

問8 帰宅するまでの間、あなたは排泄をコントロールするために食事や水分を取らないようにしますか？

問8.　性別×年齢と帰宅までの排泄コントロール

67.1

57.6

57.1

76.1

68.8

32.9

42.4

42.9

23.9

31.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

出来るだけ食事も水分も取らないようにする 食事や水分は取るようにする

問8.　徒歩帰宅時間と帰宅までの排泄コントロール

67.1

65.2

74.6

69.2

58.2

32.9

34.8

25.4

30.8

41.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

～2時間(N=46)

2時間～4時間(N=59)

4時間～8時間(N=65)

8時間～(N=55)
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅡ～

全体では、迂回せずにまっすぐ自宅に向かうが３割弱、迂回するが全体では、迂回せずにまっすぐ自宅に向かうが３割弱、迂回するが全体では、迂回せずにまっすぐ自宅に向かうが３割弱、迂回するが全体では、迂回せずにまっすぐ自宅に向かうが３割弱、迂回するが7割強。迂回する場合、「割強。迂回する場合、「割強。迂回する場合、「割強。迂回する場合、「30分以内な分以内な分以内な分以内な
ら」を選択する人がら」を選択する人がら」を選択する人がら」を選択する人が61％と最も多かった。％と最も多かった。％と最も多かった。％と最も多かった。
男性男性男性男性39歳以下で、迂回せずまっすぐ自宅に向かう割合が高い。歳以下で、迂回せずまっすぐ自宅に向かう割合が高い。歳以下で、迂回せずまっすぐ自宅に向かう割合が高い。歳以下で、迂回せずまっすぐ自宅に向かう割合が高い。
徒歩帰宅時間との関係では、徒歩帰宅時間との関係では、徒歩帰宅時間との関係では、徒歩帰宅時間との関係では、2時間未満と短い場合と時間未満と短い場合と時間未満と短い場合と時間未満と短い場合と8時間以上と長い場合に迂回しないで自宅に向かう割時間以上と長い場合に迂回しないで自宅に向かう割時間以上と長い場合に迂回しないで自宅に向かう割時間以上と長い場合に迂回しないで自宅に向かう割
合が高い。合が高い。合が高い。合が高い。

歩いて帰宅しようとする時、通常とは異なる迂回ルートを通れば、被害を免れ快適に使用できるトイレが自由に使えるという確かな情報が伝えられました。
しかし、その迂回ルートは通常のルートより時間がかかります。
問9 どの程度の迂回時間（通常のルートと比較して迂回ルートの方が余分にかかる時間）なら、迂回ルートを選択すると思いますか？（トイレの待ち時間

は無視できると仮定します。）

問9.　徒歩帰宅時間と帰宅時の迂回ルートにかけられる時間

27.6

34.8

23.7

23.1

30.9

44.4

43.5

44.1

50.8

38.2

24.0

21 .7

30.5

20.0

23.6

6.2

3.6 3.6

3.1

1 .7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

～2時間(N=46)

2時間～4時間(N=59)

4時間～8時間(N=65)

8時間～(N=55)

問9.　性別×年齢と帰宅時の迂回ルートにかけられる時間

27.6

48.5

32.1

21.6

18.8

44.4

42.4

37.5

48.9

45.8

24.0

9.1

26.8

23.9

31.3

4.5

4.2

1.8

3.1
0.9

1.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

迂回せず、まっすぐ自宅に向かう 迂回時間が30分以内なら迂回ルートを選ぶ

迂回時間が60分以内なら迂回ルートを選ぶ 迂回時間が120分以内なら迂回ルートを選ぶ

迂回時間が120分以上でも迂回ルートを選ぶ
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅢ～

全体では、全体では、全体では、全体では、1日以内あるいは日以内あるいは日以内あるいは日以内あるいは1日～日～日～日～2日以内を復旧目標日数とすべきだと回答した割合が約日以内を復旧目標日数とすべきだと回答した割合が約日以内を復旧目標日数とすべきだと回答した割合が約日以内を復旧目標日数とすべきだと回答した割合が約7割を占めた。割を占めた。割を占めた。割を占めた。
男性男性男性男性40歳以上の歳以上の歳以上の歳以上の2日以内の復旧を望む割合が高い。日以内の復旧を望む割合が高い。日以内の復旧を望む割合が高い。日以内の復旧を望む割合が高い。

シナリオⅢ・・・大地震発生後のトイレ問題に対応するための参考として、次の質問にお答え下さい。
問10　区とビルの管理者は協力して、大地震が発生した時に備えて、あらかじめ、あなたのオフィスのトイレが通常どおり使える状態に復旧させるための計

画を立案するとします。その場合、地震発生後何日程度で復旧させることを目標とすべきでしょうか。この場合、復旧時間が短いほど、税金やビルの
テナント料で賄われる対策費用がかかることになります。

問10.　性別×年齢と区・ビル管理者による復旧目標日数

29.3

30.3

30.4

26.1

33.3

40.4

33.3

48.2

42.0

33.3

19.1

21.2

8.9

20.5

27.1

9.8

12.1

12.5

9.1

6.3

2.3

0.9
0.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

1日以内 1日～2日 2日～4日 4日～1週間 1週間～2週間 2週間以上
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅢ～

全体では、全体では、全体では、全体では、1～～～～2日を復旧目標日数とした人が日を復旧目標日数とした人が日を復旧目標日数とした人が日を復旧目標日数とした人が4割弱と最も多い。割弱と最も多い。割弱と最も多い。割弱と最も多い。4日以内で約日以内で約日以内で約日以内で約9割になる。割になる。割になる。割になる。
男性男性男性男性39歳以下で歳以下で歳以下で歳以下で1日以内の復旧を望む割合が低い。日以内の復旧を望む割合が低い。日以内の復旧を望む割合が低い。日以内の復旧を望む割合が低い。

問11　問10と同様、市区町村は、大地震が発生した時に備えて、あらかじめ、あなたの自宅のトイレが通常通り使える状態に復旧させるための計画を立案
するとします。その場合、地震発生後何日程度で復旧させることを目標とすべきでしょうか。この場合、時間が短いほど、税金によって賄われる対策
費用がかかることになります。

問11.　性別×年齢と市区町村による復旧目標日数

24.0

18.2

25.0

25.0

25.0

37.8

36.4

41.1

37.5

35.4

27.6

30.3

21.4

28.4

31.3

7.6

9.1

8.9

6.8

6.3

3.0

2.7

3.6

2.3

2.1

3.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

1日以内 1日～2日 2日～4日 4日～1週間 1週間～2週間 2週間以上
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～トイレがない！その時あなたは・・・。シナリオⅢ～

全体では、マンホールトイレを「購入すべき」が全体では、マンホールトイレを「購入すべき」が全体では、マンホールトイレを「購入すべき」が全体では、マンホールトイレを「購入すべき」が93％、「必要ない」は７％。購入すべきだと思う人のうち、％、「必要ない」は７％。購入すべきだと思う人のうち、％、「必要ない」は７％。購入すべきだと思う人のうち、％、「必要ない」は７％。購入すべきだと思う人のうち、
「負担金が「負担金が「負担金が「負担金が10,000円未満であれば」が円未満であれば」が円未満であれば」が円未満であれば」が57％。％。％。％。
男女とも男女とも男女とも男女とも39歳以下で、歳以下で、歳以下で、歳以下で、15,000円未満までの割合が高い。円未満までの割合が高い。円未満までの割合が高い。円未満までの割合が高い。

問12　災害時に避難所に設置される仮設トイレには、定期的な汲み取り・搬出が必要な「溜め込み式」と汲み取り・搬出が不要な「マンホールトイレ」（下
図参照）があります。「溜め込み式」の場合は、あなたを含め避難所の人々が、1～2日毎に交代して汲み取り・搬出を行わなければならないのに対し
て、「マンホールトイレ」では下水道の特殊なマンホールに据え付けて使用するもので、長期にわたって汲み取り・搬出が必要ありませんが、「溜め
込み式」よりマンホールトイレの方が高価であると仮定します。あなたの自宅の町内会が災害に備えた備蓄用の仮設トイレを購入するため、あなたも
負担金を支払うことになりました。あなたは「マンホールトイレ」の負担金が何円までなら「マンホールトイレ｣の方を購入すべきだと思いますか？

問12.　性別×年齢とマンホールトイレの負担金

6.7

6.1

7.1

6.8

6.3

52.9

51.5

53.6

56.8

45.8

23.6

33.3

17.9

22.7

25.0

11.6

9.1

12.5

9.1

16.7

3.1

5.4

6.3

1.1

1.8

1.8

3.4

0.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全      体(N=225)

男性　～39歳(N=33)

男性　40歳～(N=56)

女性　～39歳(N=88)

女性　40歳～(N=48)

溜め込み式より多くの負担ならばマンホールトイレは必要ない

1世帯当たりの負担金が、8000円以上10000円未満

1世帯当たりの負担金が、10000円以上15000円未満

1世帯当たりの負担金が、15000円以上30000円未満

1世帯当たりの負担金が、30000円以上50000円未満

1世帯当たりの負担金が、50000円以上100000円未満

100000円以上でもマンホールトイレの方を購入すべき


